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この原稿を書いているのは，９月末。前期卒業証書授与式を終え，今年度の教育

活動のちょうど折り返し地点です。 

前期の皆さんの活躍を振り返ってみましょう。この紙面でも紹介されていますが，

茨城県及び全国定通体育大会やインターハイでの躍動，生徒生活体験発表大会での

あふれ出た思いなど，この夏から秋にかけて，たくさんの実りを共有することがで

きました。ありがとう！ これらの活躍を見せてくれた皆さんはもちろんのことですが，日々の自分の課

題に向き合って一歩一歩学び，前期の教育活動をしっかりクリアした皆さん一人一人の努力とがんばり

に，あらためて拍手を送ります。 

たとえ小さな一歩でも，昨日の自分より少しがんばれた自分に今日出会えたら◎です。前期終了の節目

に，自分の歩みに自信をもって，心の元気をふくらませましょう！         校⾧ 石田 進 

  

本校では，卒業要件を満たした生徒は，９月に卒業するこ

とができます。9 月 22 日(木)，コロナ禍のため，今年度も各

学習センターを TV 会議システムで繋ぎ，前期卒業証書授与

式を挙行いたしました。 

 

 

 

 

 

石田校⾧は，「自ら勝ち取った卒業というゴールを次の

ステップへのスタートとなるよう胸を張って新しい一歩

を踏みだしてください。」と卒業生にエールを送りました。

今回は 27 名の生徒が翔洋学園を巣立ち，それぞれの新た

な道を歩み進めることとなります。卒業生代表挨拶を務め

た中澤真冬さんは，「自信をもってこれから先を進んでい

きたい。卒業まで支えてくれた人へ感謝しています。」と前

向きな気持ちを述べました。 

卒業生代表挨拶 卒業証書授与 



 

 茨城県で開催されている定時制通信制体育大会に今年

度も多くの生徒が参加しました。これまでさまざまな形で

努力を続けてきた生徒たちが集まり，力を発揮することが

できる大きな舞台です。定時制通信制体育大会は茨城県で

行われる県大会と，そこで上位入賞した生徒たちが挑む全

国大会があります。 

今年度も７月下旬から８月上旬にかけて，競技ごとに全

国定時制通信制体育大会が開催されました。生徒たちは全

力で試合に挑み，喜び，悔しさなどそれぞれに様々な思い

を抱いたことと思います。これまでの練習の成果を発揮し

て，最後まで強い意志を持って戦い抜いたことで大きな経        

験と自信につながったのではないでしょうか。 

 

★：全国大会出場，☆：茨城県選抜として全国大会団体メンバー入り，※：推薦選手として全国大会出場 

競技 出場者氏名 県大会結果 全国大会結果 

ソフト 

テニス 

佐林 拓真（日立） 

石川 祐有（日立） 
男子個人 優勝 ★☆ 男子個人 ベスト 16 

男子団体 

１回戦敗退 

剣道 
寺崎 永悟（古河） 男子個人 優勝 ★☆ 男子個人 ベスト 16 男子団体 

準優勝 村田 琢朗（日立） 男子個人 第７位 ☆ － 

卓球 

大串 静椰（日立） 男子個人 準優勝 ★ 

男子団体 

優勝 ★ 

男子個人 ベスト 16 

男子団体 

３回戦敗退 
小野 伶 （土浦） 男子個人 3 回戦敗退 － 

松崎 惺吾（日立） － － 

望月 咲樹（日立） ※ 

女子団体 

優勝 ★ 

女子個人 3 回戦敗退 

女子団体 

２回戦敗退 
花岡 愛蘭（日立） 女子個人 第３位 ★ 女子個人 1 回戦敗退 

上村 萌果（日立） 女子個人 ２回戦敗退 － 

陸上 

競技 

寺門 昇悟（水戸） 男子 1500m 第２位 5 分 22 秒 38 ★ 男子 1500m 予選敗退 5 分 11 秒 92 

大串 静椰（日立） 男子 1500m 第 3 位 5 分 31 秒 87 ★ 男子 1500m 予選敗退 5 分 32 秒 42 

鶴巻 愛理（古河） 女子 100m  第３位 20 秒 31 ★ 女子 100m  予選敗退 15 秒 79 

 



 

「定時制通信制生徒生活体験発表大会」は，定時制・通信制の高等学校に通う生徒が学校生活を通して

学んだ貴重な体験を発表する場として行われるものです。本校では，毎年各学習センターから出場者を募

って校内大会を実施し，上位 2 名が茨城県大会に出場しています。コロナ禍のため，ここ数年は校内大

会をオンラインで開催しており，今年度は 7 月 22 日（金）に 10 名の生徒が発表を行いました。 

 閉会式では，髙野副校⾧から「今回，今までの自分が歩んできた過去を振り返り，次なる新たな一歩を

歩みだすヒントを見つけることができたのではないでしょうか。今回の発表は一人ひとりの想いが聞い

ている方々の胸に響き，多くの人々に共感と励ましを与えることができたと思います。」と講評がありま

した。 

最優秀賞の 2 名は，本校の代表として 10 月に行われる茨城県大会へと進みます。県大会での活躍を期

待しましょう。 

      

    

※発表順に記載 ☆：茨城県大会出場 

所属 発表者名 演題 賞 

水戸 鶴井 涼乃 人生 優秀賞 

山形 菅原 ねねか 自分を見つめて 優良賞 

会津 渡部 ななほ 乗り越えた先に 最優秀賞☆ 

いわき 大友 元 今の私があるのは 優秀賞 

日立 奥田 柑凛 私の生きる道 優秀賞 

下館 小圷 奈々香 私の挑戦 優良賞 

水戸 中村 実愛 リセットボタン 優秀賞 

千葉 花澤 一成 明日への１０カウント 優良賞 

柏 中嶋 あんな 一歩 優良賞 

いわき 酒主 真由 前だけを向いてどこまでも 最優秀賞☆ 



 

 8 月 15 日（月）から 18 日（木）にかけて，高知市東部総合運動場くろしおアリーナにて全国高等学校

総合体育大会水泳競技大会が開催されました。本校から日立学習センター３年の黒澤天さんが，男子 100

ｍ平泳ぎ・男子 200ｍ平泳ぎの 2 種目に出場しました。目標としていた決勝進出はなりませんでしたが，

翔洋学園の代表として，そして茨城県の代表として素晴らしいレースを繰り広げてくれました。 

   
＜結果＞                               (赤キャップが黒澤さん) 

・男子 100m 平泳ぎ 予選 29 位 1 分 4 秒 44 ・男子 200ｍ平泳ぎ 予選 40 位 2 分 20 秒 63 

 

会津学習センター 脱プラ目指し「カトラリーケース作り」 

日本では 2020 年 4 月 1 日から「プラスチック

資源循環促進法」の誕生により，脱プラ運動はさ

らに推奨され，SDGs のゴール 12「つくる責任 

つかう責任」やゴール 14「海の豊かさを守ろ

う」の達成にもつながることが期待されていま

す。今回は，「サスティナブル」をテーマに，カ

トラリーケース作りを行いました。「地球を守る

ために，生徒自身が「何ができるか」を考え，小

さな一歩ですが少しずつ始めています。 

 

下館学習センター 住みやすい街に「ゴミ拾い」

 いつも何気なく見ている風景に目を凝らしてみ

ると，たばこの吸い殻や空き缶，ペットボトル

等々たくさんのゴミが落ちており，参加した生徒

たちからは驚きの声があがっていました。これか

らも「Think Globally，Act Locally（地球規模で

考え，足元から行動せよ）」を合言葉に SDGs に

も積極的に取り組んでいきます。 


